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	1. 研修の目的��研修の目的は、サービストレーナー育成プログラムの構築と�　　サービストレーナーが効果的な指導者として活躍できるように準備する���目的1: サービストレーナーに、高品質なカスタマーサービス提供のスキルと�　　　　　　　知識を提供する。��目的2: サービストレーナーがチームメンバーを指導し、彼らのスキル向上と�　　　　　　　モチベーション維持に成功するためのツールを提供する。��目的3: サービストレーナーが顧客満足度の向上とビジネス成果の向上に�　　　　　　　貢献できるようにする。��
	������　座学研修で学んだことを実践することが重要です。�　　　　　　　　研修後　次回研修までの実践課題への取組をお願いします。�　�　実践した結果　上手くいったことは繰り返し、�　　　　　　　　上手くいかないことは、改善策を考える�　�　トレーナーが、考えたことを研修に持ち寄り参加者が考え�　　　　　　　　人材育成システム構築を目指していく��
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